
トラクタへの装着                     

- 42 - 

　危　険 ００１２０６０００３１０

・チャンバーに接近するな。・人や動物がまわりにいないことを確認して開閉を。・開いたチャンバーの下で作業する前にシリンダーロックを確実に。

・注意をおこたると重大な傷害発生のおそれがあります。・点検、調整時はＰＴＯを切り、エンジンを停止させ
てください。

注意００１３０６００００７０

●カバーは常に装着してください。
　するおそれがあります。●はずしたままで運転するとケガを

注
意００１３０６００００７０

●カバーは常に装着してください。
　するおそれがあります。●はずしたままで運転するとケガを

注
意００１３０６００００７０

●カバーは常に装着してください。
　するおそれがあります。●はずしたままで運転するとケガを

注 意００１３０６００００７０

●カバーは常に装着してください。
　するおそれがあります。
●はずしたままで運転するとケガを

注意００１３０６００００７０

●カバーは常に装着してください
。

　するおそれがあります。●はずしたままで運転するとケ
ガを

警告００１３０６００００８０

●ベルト
・チェーンが回転中は、

　あります。
　手や足を近づけないでください。●接触するとケガをするおそれが

００１３０６０００１９０注意

・高圧．高温液体の噴射注意

００１３０７００１１９０
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危 険
チャンバーを「上げ」「下げ」

００１３０６００１３５０

する時はコントロールボックスの電源を「ＯＦＦ」にして行なってください。
電源「ＯＮ」であると自動的に油圧が抜け、チャンバーが下がり危険です。

 

 

●トラクタへの本機装着は、平坦で安定した場所で行ってください。 

  ●ドローバへの装着はトラクタの動きに十分注意し、２人以上の共同作業では、お互

いに声を掛け合うなどして、安全を確かめ合いながら作業してください。 

  ●ユニバーサルジョイントの接続は、必ずトラクタのエンジンを止め、ＰＴＯ 

クラッチを切ってから確実に取付けてください。 

以上のことを守らないと傷害発生の恐れがあります。 

 

１．ドローバへの装着のしかた 

◆ ドローバへの装着のしかた  

(１)トラクタのドローバを一番短い位置にして

ください。 

 
 

(２)ロールベーラのスタンドのハンドルを操作

してラップ側のフレームをほぼ水平にして

ください。スタンドのピンは必ず、奥側の穴

を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)トラクタを後進させて、本機のヒッチ高さ

をトラクタのドローバ高さに合わせて 

ください。 

 

(４)ボルトＡ、Ｂを外しヒッチをドローバに 

合った位置でボルトＡ、Ｂを締め付けて 

ください。 

  締め付けトルクは７５５～９２０Ｎ･ｍ 

です。 

 

《 メモ 》 

ヒッチを１８０°（度）回すと２０ｍｍ の

微調整ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警 告 

水平 

ピン位置 

ハンドル 
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(５)トラクタを後進し、ドローバの穴位置に 

ヒッチ穴を合わせてヒッチピンで確実に 

装着してください。 

 

 

(６)スタンドを短く縮めてからストッパーピン

を外し、スタンド本体を機体左側のスタンド

ホルダに挿しこみ、ストッパーピンにて固定

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．セーフティーチェーンの接続 

◆ 作業機を農耕トラクタでけん引して公道走行 

  する際はセーフティーチェーンでの連結が 

  必要です。 

  セーフティーチェーン 1本とアールピン付き 

  のシャックル 2個を付属しています。 

  本機をトラクタでけん引し公道走行する 

  際は、必ずチェーンで作業機とトラクタ 

  を連結した状態で走行してください。 

 

 

 

 

 

 

①セーフティーチェーンの片端を本機牽引フレ 

 ームへ回しかけてシャックルで固定します。 

 

②セーフティーチェーンをトラクタのドローバ 

 部に回しかけトラクタから外れないように 

 します。 

 

注意 

 シャックル固定後は必ずアールピンを入れ、 

 抜け止めしてください。 

 旋回時にセーフティーチェーンがドローバ等 

 に引っかからない事を確認して下さい。 

セーフティーチェーン シャックル 
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３．ユニバーサルジョイントの取付け 

◆ ユニバーサルジョイントの取付け順序 

本機入力軸に取付けてから、トラクタＰＴＯ軸

に確実に取付けてください。 

 

 

下図のようにクラッチ側を作業機に 

取付けてください。 

 

 

 

◆ ユニバーサルジョイントの長さ確認 

ジョイントの長さは本機が旋回するときに変化

します。 

先に、ジョイントが長過ぎないかを確認して 

ください。 

長すぎるときは、下図の寸法が確保できるよう

に切断してください。 

 

 

 

作業時のジョイント角度は作業機側で 

最大２５°（度）、トラクタ側ワイド 

アングル側で６０°（度）を越えない 

よう調整してください。 

※２５°（度）及び６０°（度）を超える

とジョイント破損の原因となります。 

 

 

 

◆ カバー回転止めチェーンで固定を 

ユニバーサルジョイントのカバーが回転しない

ように、チェーンに余裕をつけて、しっかりと 

固定してください。 

 

４．油圧ホースの接続 

◆  接続は残圧を抜いてから 

(１)トラクタのエンジンを停止し、トラクタの 

油圧操作レバーを動かして残圧を抜いて 

ください。 

(２)複動２系統、単動１系統を接続します。 

 

・単動１系統（細いホース）はピックを上下に 

動かします。 

・複動１系統（中・太いホース各１本）は、後方

のバルブを操作する油圧ホースです。 

油圧バルブの手動レバーを操作し、作動を確認

してください。 

・複動 1 系統（細いホース）はナイフホルダ上下

を動かします。 

 

 

 

●油圧ホースを取外すときは、トラクタの

エンジンを停止した後、トラクタの油圧

レバーを動かして残圧を抜いてください。 

●油圧ホースをトラクタから外したときは、

必ず付属のダストキャップをカプラに 

差し込み、ゴミや傷を付けないように 

してください。 

注意 

注意 
注意 
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５．コントロールボックスの接続 

◆ 電源の取出し 

コントロールボックスの電源は、トラクタの

バッテリーより取出します。 

 

◆ 接続できるバッテリーの電圧は１２Ｖです 

２４Ｖのバッテリーには接続しないで 

ください。間違って接続すると、コント 

ロールボックス内部の機器が破損します。 

 

◆（＋）、（－）の接続を間違えないように 

白色線はバッテリーの（＋）へ接続 

黒色線はバッテリーの（－）へ接続 

 

 

 

 

 

 

●（＋）（－）の接続を間違えると、コント

ロールボックスは作動しません。 

● バッテリーの容量不足はコントロール 

ボックスの誤動作の原因になります。 

十分に充電されたバッテリーを使用して 

ください。 

● 接続の順序は（＋）側から行って 

ください。また、取外すときは（－）側 

から行ってください。 

※ 逆にすると、火花が飛び危険です。 

 

 

 

 

 

 

◆ コントロールボックスの取付け 

コントロールボックスまたは、コントロール 

ボックス取付け台の裏側に吸盤を装着して 

あります。 

操作のしやすいようにトラクタのウインドなど

に吸着させて取付けてください。 

 

◆ 配線の接続 

電源コードと作業機側コードをそれぞれコント

ロールボックスに接続します。 

配線が作業の邪魔にならないようにトラクタに

固定してください。 

 

◆ 液晶画面表示の確認 

配線の接続が終了したら、電源を入れ液晶画面

が表示されていることを確認してください。 

液晶画面が表示されないときは、電源コードの

ヒューズ（３０Ａ）が切れていないか、バッテ

リーの（＋）と（－）が逆になっていないか、

コネクタがきちんと差し込まれているかを 

確認してください。 

・コントロールボックスのヒューズ 

ロールベーラ側 ２０Ａ 

ラップマシン側  ６Ａ 

 

 
 

 

注意 
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◆ 作業終了後は取外して屋内保管 

作業終了後は、電源コード・作業機側コードの

コネクタより切り離し、水などがかからない屋

内に保管してください。 

精密機器ですので湿気の少ない乾燥した場所

で保管ください。 

 

６．灯火の接続 

 ●ＤＩＮ規格 7P コネクタ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●日農工規格 8P コネクタ 

 

 

 

 

 

 

 

端子№  配線色  接続機器 

◯01  白色線  アース 

◯02  黒色線  尾灯・番号灯・車幅灯 

◯03  黄色線  方向指示灯（左） 

◯04  赤色線  制動灯 

◯05  緑色線  方向指示灯（右） 

◯06    (未使用) 

◯07  茶色線  後退灯 

○08   (未使用) 

 

 

 8P コネクタでトラクタに接続する場合は、 

 先端の 7P コネクタを外して使用してください。 

 

 

 

 

 

７．後方モニターの接続 

◆ 電源の取出し 

モニターの電源は、トラクタのバッテリーより

取出します。 

 

◆（＋）、（－）の接続を間違えないように 

白色線はバッテリーの（＋）へ接続 

黒色線はバッテリーの（－）へ接続 

 

 

 

 

 

●（＋）（－）の接続を間違えると、 

映りません。 

● バッテリーの容量不足は誤動作の 

原因になります。十分に充電された 

バッテリーを使用してください。 

● 接続の順序は（＋）側から行って 

ください。また、取外すときは（－）側 

から行ってください。 

※ 逆にすると、火花が飛び危険です。 

● 夜間は、後部補助作業灯を点灯して 

下さい。 

 

 

注意 

 

端子№  配線色  接続機器 

◯01  白色線  アース 

◯02  黒色線  尾灯・番号灯・車幅灯 

◯03  黄色線  方向指示灯（左） 

◯04  赤色線  制動灯 

◯05  緑色線  方向指示灯（右） 

◯06    (未使用) 

◯07  茶色線  後退灯 
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◆ 配線の接続 

電源コード、カメラ接続用ハーネスおよび 

モニターケーブルを接続します。 

配線が作業の邪魔にならないようにトラクタ

に固定してください。 

※詳細はモニターの取扱説明書をご覧 

ください。 

 

◆  モニターの取付け 

モニターは、トラクタのルームミラー等に固定

して下さい。 

操作のしやすいように落ちないよう確実に 

固定してください。 

 

 

◆ モニター表示の確認 

配線の接続が終了したら、スイッチを入れ 

モニターが後方を映していることを確認して

ください。  

映らない時は、電源コードのヒューズが切れて

いないか、バッテリーの（＋）と（－）が逆に

なっていないか、コネクタがきちんと差し 

込まれているかを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 作業終了後は取外して屋内保管 

作業終了後は、電源コード・カメラ接続用 

ハーネスおよびモニターケーブルより切り 

離し、水などがかからない屋内に保管して 

ください。 

精密機器ですので湿気の少ない乾燥した場所

で保管ください。 
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１．ベール直径、密度の取扱い 

◆ ベール密度の設定 

ベール密度は、コントロールボックスで設定 

します。 

乾草の場合は、設定圧力を低めに設定し、ソフト

コアを使用することをお勧めし、短い乾燥の場合

で、つまりが発生するときは、設定圧力を落とし

てみてください。（３１ページ） 

ベール固さは８の設定が標準です。 

必要に応じてサイレージの場合は設定値を高く、

乾草の場合は設定値を低くしてください。 

 

◆ ベール直径設定 

  設定範囲 サイレージ：１５５～１６０ｃｍ 

       乾草   ：１５５～１６０ｃｍ 

 

 

 

サイレージの時は最大ベール重量が１ｔ 

以下になるように設定してください。 

 

 

２．累積表示の取扱い 

◆ ベールの放出ごとにカウントします 

コントロールボックスのディスプレイに表示

されます。 

 

◆ ロールベーラ側コントロールボックス 

ネットｏｒトワイン/ ネットを繰出し、ベール

を放出する（リヤチャンバを開けたとき）ごと

にカウントし、完成ベールの数が読みとれます。

（リヤチャンバを開けただけではカウント 

されません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ラップマシン側コントロールボックス 

コントロールボックスのディスプレイに表示

されます。 

ラップ作業が終了するごとにカウントし、完成

ベールの数が読み取れます。 

 

 

 

 

３．ピックアップドラムの高さ調整 

◆ ピックアップタインの高さ 

ピックアップドラムの拾い上げ高さは、ピック

アップタインが地面から約２０～３０ｍｍ程度

の高さが標準ですが、ほ場の状態に合わせて 

調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 



運転に必要な装置の取扱い                          

- 49 - 

４．拾い上げ高さの調整 

● 拾い上げ高さの調整は左右のゲージホイルに

よって行います。 

トラクタの油圧を操作しピックアップドラム

を上げピック高さ調整プレートの穴位置を 

変えて、高さを合わせてください。 

左右ホイルは同じ高さに調節してください。 

 

５．グラスプレスローラの高さ調整 

グラスプレスローラがウインドローに軽く 

触れるぐらいに調整してください。 

グラスプレスローラの高さ調整は、チェンの長さ

によって調整が出来ます。 

左右のチェンは同じ長さになるように調整して

ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ステップの使用方法 

ネットなどを取扱う時は、ステップを下げて 

本機に上がってください。 
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７．リヤチャンバの下降防止 

◆ 油圧シリンダをロックし、下降防止をする 

点検・整備・清掃などでチャンバを開けたままで

作業するときは、必ず左シリンダストップバルブ

のレバーを閉の方向に回してシリンダをロック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●再びチャンバの開閉をする時は、必ず 

左シリンダストップバルブを開の方向に 

してください。 

●チャンバを開けた状態でストップバルブ

を閉から開に切換えた時、少しチャンバ

が下がる事があるので注意してください。 
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８．ネットの取付けと通し方 

◆ ネットは下図のように通してください。 

ネットの先端は、ゴムローラより約２０ｃｍ 

垂れ下げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) ハンドルを反時計回りに回し、ネット軸を機体 

    外側一杯に移動させます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) ネット台にネットを乗せ、ネット端を引出し 

    ネットをローラ間に通します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ネット台の端を手でゆっくりと持ち上げ、 

    ネットをネット挿入位置へ転がします。 

その際、フックが掛かるまで、ネット台を上げ 

切ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネット軸 

ハンドル 

メモ  

・ネット台がフックにかかった状態では、 

ネットブレーキが解除された状態になります。 

フック 

①.ネット 

②.ブレーキアーム軸 

③.ブレーキアーム 

④.ネット回転センサ 

⑤.テンションアーム 

⑥.スベリ板 

⑦.ローラ 

⑧.ゴムローラ 

⑨.ネット広げ 

⑩.ナイフ 

⑪.ブレーキパッド 
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（４） ハンドルを時計回りに回し、ネット軸にて押し 

   込んで下さい。ネットがネットブレーキ軸に押し 

   付けられ、ハンドルが重くなったところからさらに  

   半回転押し込みます。必要に応じハンドルが 

   メインカバーと干渉しない位置までハンドルを 

   時計回りに回し、ハンドルをたたんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）手でネットを回し、ネットのたるみを解消して 

   ください。（ネット台がフックにかかった状態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）フックを解除しネット台を戻してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ネットのブレーキ力調整方法 

写真のアールピンを抜いてリンクを外し、 

ノブナットを外してバネフックの穴位置を変更 

することでネットのブレーキ力を調整できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンドル 

 

①が最もネットブレーキが 

強くなり、⑥が最も弱くなりま

す。 

① 
② 

⑤ 
④ 

⑥ 

③ 

 

アールピンと 

リンク 

ノブナット 

バネフック 
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９．トワインの取付けと通し方（オプション） 

◆ トワインは下図のように通してください。 

トワインの先端は、ゴムローラより２０ｃｍ程度

垂れ下げてください。 

トワインブレーキのアジャストナットの調整で、

トワインの巻付強さが変えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ナイフがすぐ近くにあるので十分注意して 

ください。 

 

(１)トワインボックスにセット 

上図のようにトワインをボックスにセットし、

２個のトワインを結ぶ。 

 

(２)２ヶ所のブレーキに通す 

上図に示すように、サブブレーキを通し、 

ガイドを通してメインブレーキに通して 

ください。 

※トワインブレーキのアジャストナットを 

調整することにより、トワインの巻付け 

強さが変えられます。 

 

(３)ダンツキプーリへ巻付ける 

続いてメインブレーキより出たトワインを、

ダンツキプーリに１回巻付けてください。 

片方のトワインのみ時計方向に巻く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)クリダシローラに通す 

ダンツキプーリに巻付け後、ガイドウエに

通しクリダシローラの間から出しガイドシ

タの穴を通す。次にスライドガイドに通し

てから、ゴムローラ上の丸棒２本を通して

ゴムローラとクリダシローラ間を通し２０

ｃｍ程度トワインが出るようにセットして

ください。 

 

◆ トワイン案内金具はスタート位置にする 

ダンツキプーリを時計回りに回転させると 

スライドガイドが内側に進む状態で、スライド

ガイドがスタータベースの側面より５ｃｍ 

程度の位置になるようセットしてください。 

（スライドガイドがトワインセンサスイッチ

よりも内側になるように） 

 

 

案内金具をスタート位置にセットしな 

かったときは、下記の現象が発生します。 

※トワインの巻が少なくロールがほぐれる。 

※通常より多く巻いてしまう。 

注意 
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◆ 結束巾の調整 

サイドローラの決め金具を外し、ローラを内側の

穴にセットすると、結束巾が狭くなり、外側に 

セットすると広くなります。 

 

１０．トワイン巻付けピッチの調整 

成形したベールの外周に巻付けるピッチの調整

は、段付ロールの径(大. 中. 小) によって行い

ます。 

 

 

 

段付ロール 

巻付位置 

使用量 

（ｍ） 

巻付けピッチ(mm) 

ベール径 

φ１５５ｃｍ 時 

大（狭い） １０８ １０４ 

中（中間） ８９ １２６ 

小（広い） ７２ １６０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．ナイフホルダ開閉の方法 

ピック及びカッティングドラム部分の草詰り

をトラクタに乗ったまま解除する事が出来 

ます。 

 

◆ 草詰りの解除方法 

(１)草詰りのためジョイントクラッチが働き 

回転停止した場合、すぐトラクタの走行及び

ＰＴＯを停止させてくだい。 

 

(２)少しトラクタを後進させ集草列から離れて

ください。 

 

(３)トラクタの油圧レバーを操作し、ナイフ 

ホルダを完全に下げてください。 

下がっている場合は、コントロールボックスの 

液晶に「ナイフホルダが降りています」と表示 

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで電磁バルブが取り付けられて 

いるときには、ピックアップ／ナイフホルダ 

切替えスイッチで油圧管路を切替え、ナイフ 

ホルダを上下させることができます。 
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(４)トラクタのＰＴＯを低速で接続してください。

１度で解除できない時は数回ＰＴＯを断続 

することで解決できます。 

 

(５)ＰＴＯを回転しながら、油圧レバーを操作 

してナイフホルダを完全に上げてください。 

コントロールボックスの表示の消灯を確認 

します。 

 

オプションバルブが付いている場合はコント 

ロールボックスの設定をピックにもどして 

ください。 

 

 

 

●ホルダ部の草のはさみつけが起こらない

よう必ずＰＴＯを回しながら上げて 

ください。 

●グランドＰＴＯを使用し、逆転しないで 

ください。 

※本機やユニバーサルジョイントの破損に

繋がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．切断ナイフの取外し、取付け 

切断長調整の為、ナイフをダミーナイフに交換

する場合やナイフの交換、研磨のためナイフを

取外し、取付ける場合に行います。 

 

◆ 切断ナイフの取外し 

(１)リヤチャンバを完全に開けてシリンダスト

ップバルブを「閉」にしてください。 

(２)本機左前方にある、チャンバ・ナイフフリー

油圧切替バルブを操作し、ナイフフリー側に

切り替えてください。 

 

コントロールバルブの手動レバーを上側に倒

し、ナイフフリーシリンダを完全に伸ばし、油

圧切替バルブをチャンバ側に戻してください。 

チ

ャ

ン

バ

上 　 げ

下 　 げ

ハ

ン

ソ

ウ

ロ

ー

ラ

戻 　 り

送 　 り

ス

ト

レ

ッ

チ

正 　 転

ア

ー

ム

逆 　 転

ナ

イ
フ

フ

リ

ー

フ リ ー

ロ ッ ク

チ ャ ン ハ ゛ ・ ナ イ フ フ リ － 切 替

上 　 げ

カ

ッ

タ

グ

リ

ッ

プ

下 　 げ

ダ

ン
プ

下 　 げ

上 　 げ

 

注意 
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 (３)ナイフホルダ左側にあるナイフ固定レバー

のボルトを外し、レバーを約９０°（度） 

回転させてください。 

 

 

(４)チャンバ内からナイフの後端を引き上げ、 

斜め後方に引き抜いてください。 

 

  

 

 

ナイフホルダ部の草詰りでナイフが下がら

ない場合は、ナイフを外してホルダの溝の 

草詰りを取除いてください。 

 

 

 

ナイフを取り外すときは必ず軍手を着用し

て行ってください。 

 

 

◆ 切断ナイフの取付け 

(１)ナイフの取付けもこの状態で行います。 

ナイフを抜いた時と同じ斜め方向から 

差込んでください。 

 

 

 

 

ナイフ先端が出ていないことを確認して 

ください。先端がでている場合は完全に 

入っていないのでもう一度奥まで差込んで

ください。 

 

 

 

取扱い時は軍手を着用して作業を行って 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 注意 

        注意 

 注意 

 注意 
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(２)ナイフ固定レバーを９０°（度）回転させて

元に戻し、ボルト及びナットで固定して 

ください。 

 

(３) チャンバ・ナイフフリー油圧切替バルブを 

操作し、ナイフフリー側に切り替え、コント 

ロールバルブの手動レバーを下側に倒し、 

ナイフフリーシリンダを完全に縮めて 

ください。 

 

チ

ャ

ン

バ

上 　 げ

下 　 げ

ハ

ン

ソ

ウ

ロ

ー

ラ

戻 　 り

送 　 り

ス

ト

レ

ッ

チ

正 　 転

ア

ー

ム

逆 　 転

ナ

イ
フ

フ

リ

ー

フ リ ー

ロ ッ ク

チ ャ ン ハ ゛ ・ ナ イ フ フ リ － 切 替

上 　 げ

カ

ッ

タ

グ

リ

ッ

プ

下 　 げ

ダ

ン
プ

下 　 げ

上 　 げ

 

 

 

 

 

(４)ナイフがセットした切断長の状態になって 

いるか確認してください。出ていない時は 

ハンマー等でナイフを軽くたたいてください。 

 

 

 

ナイフホルダ部の草詰りでナイフが上がら

ない場合は、ナイフを取外してホルダの溝の

草詰りを取除いてください。 

 

(５)チャンバ・ナイフフリー油圧切替バルブを 

操作し、チャンバ側に切り替え、リヤチャン 

バのシリンダストップバルブを「開」にし、 

コントロールバルブの手動レバーを操作 

してリヤチャンバを閉じてください。 

 

 注意 
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１３．切断長の調整 

◆ 切断長の変更 

切断長の変更は、ナイフをダミーナイフに交換し、

調整をしてください。 

 

 

◆ 理論切断長 

・ナイフ枚数１３枚 

 ７６ｍｍ（両端１３３ｍｍ） 

・ナイフ枚数７枚（一枚置き） 

１５２ｍｍ（両端１３３ｍｍ） 

・ナイフ枚数６枚（一枚置き） 

１５２ｍｍ（両端２０９ｍｍ） 

 

１４．切断ナイフ 

◆ 切断ナイフの手入れ 

切断ナイフは、特殊鋼の全面焼入れで減り 

にくくなっていますが、定期的に研磨しないと

切れ味が悪くなり、所要馬力も高くなります。 

稲わら作業の場合、少なくとも１５０ロールに

１回、牧草の場合は５００ロールに１回程度の

研磨をおすすめします。 

 

◆ 切断ナイフの研磨 

平らな方を仕上用のディスクホイルで徐々に

削ってください。 

１回の削り量が多いと、発熱により焼きが戻り

ナイフの減りが極端に早くなります。 

複数のナイフをローテーションしながら少し

ずつ削ると、発熱が少なくなり良好な研磨が 

行えます。 

 

 

 

 

１５．公道走行時のゲージホイル格納位置 

◆ ゲージホイルの格納 

 公道を走行する際は、ゲージホイルをプレス 

 ローラアームに固定してください 

 ピックアップ装置を上げた状態で、ゲージ 

 ホイルを固定しているシャフトロックピンを 

 外し、ゲージホイルを抜き取ってください。 

 外したゲージホイルは、シャフトロックピン 

 にてプレスローラアームへ確実に固定して 

 ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャフトロックピン 
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１６．コントロールバルブの取扱い 

本機装着のバルブは、５連電磁バルブです。 

 

◆  バルブレバーを操作するときは 

運転者がトラクタの運転席より離れて、本機の 

近くで段取り作業や最後の仕上げ作業を行う 

ときのみとし、それ以外はコントロールボックス

で操作してください。 

 

 

●コントロールバルブのレバー操作は、本機

の安全装置が働きません。 

●レバー操作するときは、ストレッチアーム

の回転・リフトローラ・グリップカッタ・

ダンプの動きに十分注意してください。 

 

チ

ャ

ン

バ

上 　 げ

下 　 げ

ハ

ン

ソ

ウ

ロ

ー

ラ

戻 　 り

送 　 り

ス

ト

レ

ッ

チ

正 　 転

ア

ー

ム

逆 　 転

ナ

イ

フ
フ

リ

ー

フ リ ー

ロ ッ ク

チ ャ ン ハ ゛ ・ ナ イ フ フ リ － 切 替

上 　 げ

カ

ッ

タ

グ

リ

ッ

プ

下 　 げ

ダ

ン
プ

下 　 げ

上 　 げ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．フィルム切断具合の調整 

グリップカッタによるフィルム切断具合が 

良くないとき、次の調整をしてください。 

 

◆フィルムを挟む前に切れて抜けてしまう 

ときは、ボルトを緩めてグリップカッタの 

フィルムガイドを上げてください。 

フィルムガイドを上げるほど切れるタイミン

グが遅くなって抜けにくくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆フィルムの切れが悪く放出時にフィルムを 

引張ってしまうときは、フィルムガイドを 

下げる、またはナイフを上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

         

フィルムガイド 

ボルト 

         

ボルト 

フィルムガイド 

 

ナイフ 
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１８．テーブル前ローラのバネ調整 

ベールの重量に応じて、バネ力を調整して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常は標準出荷位置で作業できます。 

 

１９．サイドローラの高さ調整 

ロールが重くてフィルムが破れる場合は、左右の

サイドローラを下げてください。 

 

   
 

ボルトＭ１２×１１０（各々２本）を外し、 

サイドローラを下げて穴にボルト 

Ｍ１２×１１０を入れて締めてください。 

 

 

 

２０．フィルムサイズ変更時の組替え 

使用するフィルムサイズを変更する場合は 

部品を組み替える必要があります。 

（工場出荷時は 750mm 仕様です） 

◆フィルムガイドの高さ変更 

 ①フィルム幅 750mm の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②フィルム幅 500mm の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図①②に示すようにフィルムサイズに 

応じた位置に部品を組み替えて下さい。 

バネ力を弱め

る 

軽量でベールが

浮いてしまう 

重量ベールでベルトが

空転して回転しない 

バネ力を強め

る 

Ａ B 

 

 

Ｍ10 ボルト 

スプリング 

ナイロンナット 10 

 

フィルムガイド 

Ｒピン 

スペーサ 

ボルト 10×55 

ナイロンナット 10 

Ｍ10 ボルト 

スプリング 

Ｒピン 

スペーサ 

ボルト 10×55 

フィルムガイド 
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①⑤

②④

③ 歯数－１２

ボルト位置

ボルト位置

歯数－１８

 

◆テーブルの速度変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用するフィルムサイズに応じてギア及び 

モータ取り付け位置を組み替えて下さい。 

 

①モータを固定しているボルトを外します。 

②モータ軸端のボルトとザガネを外します。 

③ギアを交換します。 

 ・750ｍｍフィルムの場合－歯数 18 

 ・500ｍｍフィルムの場合－歯数 12 

④モータ軸端のボルトとザガネを組付けます。 

⑤図の位置にモータをボルトで固定します。 

 

 

２１．グリップカッタナイフ保護カバーの取外し 

工場出荷時はナイフには危険防止のため、刃物

部に保護カバーがついています。使用前に取外

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナイフ類は、絶対に素手で触れないで 

ください。必ず手袋などの保護具を装着 

してください。 

 

２２．フィルムをセットする 

(１)ゴムローラブラケットをフィルム軸と逆方向

に支点越えするまで押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)レバーを下げ、フィルム上軸を上げた状態で

保持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) ロックプレートを下げ、フィルム下軸を手前

に倒します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

ゴムローラブラケット 

フィルム上軸 

フィルム上軸 

レバー 

フィルム下軸 

ロックプレート 

保護カバー 

ナイフ 
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フィルムの巻き方向 

 

(４)フィルム下軸にフィルムを差し込みます。 

 (a)フィルムの表面の糊が強い、または表面と 

裏面の糊が同等の強さの場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 (b)フィルムの裏面の糊が強い場合は上写真と 

  逆の巻き方向で差し込んでください。 

 

(５)フィルムを起こし、レバーを上げてフィルム

上軸をフィルムの筒に合わせて下げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)フィルムをゴムローラに通して下さい。 

  (4)-(a)の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4)-(b)の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図のようにフィルムをゴムローラに通して

ください。（上から見た状態です） 

 

 

●フィルムの取扱いには十分注意して 

ください。 

●特に端部に傷がつくと、ラッピング中に 

切断します。 

●フィルムの糊面と異なる通し方をした場

合、強い糊面がロール表面になるため運搬

時にフィルムを破るおそれがあります。 

 

 

 

フィルムを本機にセットするときは、必ず 

トラクタのエンジンを停止してから行って

ください。 

 

 

 

２３．フィルム切れセンサの取扱い 

ラップフィルムがなくなると、自動でラップ 

巻付け作業を停止します。 

 

作業開始時に、電源スイッチを押し、電源 

ランプが点灯することを確認してから作業 

してください。 

電源が入っていないとフィルムセンサが作動

しません。 

注意 

 警告 

 

フィルム 

ゴムローラ 

フィルム 

ゴムローラ 

ローラ 
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取扱い上の注意

　フィルム切れセンサーを使用する時は、

電源スイッチを押し電源ランプが点灯して

いる状態で使用して下さい

使用しない時は、必ず電源を切って下さい

００１３０４５００７８０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作業終了後には、電源を切ってください。 

箱の中に、「単三アルカリ乾電池 2 本」が

入っていますので、電源を入れていると、

電池が消耗し、使用時間が短くなります。 

●電池の交換は、毎シーズン、使用する前に

交換してください。 

 

 

２４．アームを固定する 

ロールした後にラップをしないで放出する

場合はコントロールボックスの設定 

巻き数を｢0｣にすることで作業を行えます。 

 

設定巻き数を｢0｣で作業する際は 

ストレッチアームが動かないように 

固定をして下さい。 

 

(１)アームコテイステーのリベットピン 2 ヶ所を

外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) アームコテイステーを倒し、ストレッチ 

ブラケットを手で引張ってステーの位置 

まで移動させて固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) リベットピンを 2 ヶ所に組付けて固定 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレッチアームを固定するときは、必ず 

トラクタのエンジンを停止してから行って

ください。 

 

 

 

 

注意 

 警告 

リベットピン 

アームコテイステー 

ストレッチブラケット 

リベットピン 
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２５．ラップフィルムの収納 

  本機には左右にラップフィルムの収納 

ボックスが装備されています。 

(左側に 2個、右側に 4個を収納可能) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ボックス内にはラップフィルムを固定する 

バンドがあります。 

バンド取付け位置はフィルム幅 500mm 用 

と 750mm 用の 2 ヶ所あり、工場出荷時は 

750mm 用の位置で取付けています。(下図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

500mm フィルムを使用する場合は、バンド 

取付け位置を下の位置に変更し使用して 

下さい。(下図) 

 

 

  ラップフィルムはダンボール梱包の状態で 

収納して下さい。 

  バンド長さは固定状態に合わせて調整して 

  下さい。 

 

 

フィルム収納ボックス 
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１．作業手順と要点                                     

 作業前に  

  各部の給油をする 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

トラクタへの装着 

各部の調整と操作 

ネット・トワイン・フィルムのセット 

 

 

ブザーが『ピ---------』と鳴ったら

走行を停止する 

ドローバへの装着と調整 

スタンドの操作 

ユニバーサルジョイントの取付け 

油圧ホースの接続 

コントロールボックスの取付け 

切断長の調整 

ピックアップドラムの高さ調整 

コントロールボックスの取扱い 

リヤチャンバを閉じる 

ＰＴＯを入れて走行する 

５４０ｍｉｎ－１ 

ネット・トワインの切断を確認 

ブザーが『ピー』と鳴る 

ブザーが『ピッピッピッ…』と鳴る 

リヤチャンバを開く 

（チャンバ開ボタンを押す） 

リヤチャンバが自動で閉じる ラッピング作業開始 

ネット・トワイン・フィルムのセット 

コントロールボックスの「作業ＯＫ」

ランプの点灯確認 

作 
 

業 

チャンバの左右に均等に草が入る 

ように走行する 

準 

備 

ベールが設定径に近づいている 

ベールが設定径に到達しカムが回転。 

ネット・トワインが繰り出る 

コントロールボックスの「チャンバ開

ボタン」の点滅を確認 

ロールが後方に搬送しテーブルまで 

移送するのをモニターで確認 
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２．ネットの巻き回数調整 

成形したベールの外周に巻付けるネットの巻数

調整は、コントロールボックスの巻き回数で調整

します。 

調整の仕方は３１ページを参照してください。 

 

３．作物の拾い上げ 

◆ ウインドローを作ってください 

均一なウインドローを作ってから拾い上げて 

ください。ウインドローの大きさは、下図の 

ようにしてください。 

 

 

 

 

ウインドローの草量が多いと詰りの原因と

なります。能率的な作業をするためにも、 

上記寸法のウインドローを作ってください。 

 

◆ ウインドロー拾い上げの作業速度 

作業速度は、牧草の種類や水分量、ウインドロー

の草量、草の切断長などによって異なりますが、

下記を目安に走行してください。 

 

適用 作業速度 

サイレージ用 4 ～ 10km/h 

乾草用 6 ～ 12km/h 

 

 

●ウインドローの草量が多い所は、作業速度

を落としてください。 

●ＰＴＯ回転速度は５４０ｍｉｎ－１(ｒｐｍ)

を標準としてください。 

 

 

◆ ウインドロー拾い上げ走行のしかた 

●      型で巾が１２０～１４０ｃｍの場合 

直進走行してください。 

●   型で 

①巾が１２０～１４０ｃｍの場合は直進走行 

②巾が１２０ｃｍ以下９０ｃｍ以上のときは

ウインドローの中心よりやや左側、そして

右側となるよう交互に走る 

●ウインドローの巾が９０ｃｍ以下の場合は下

図のように、序盤はチャンバの左右に均等に

草が入るように蛇行を行い、圧力ゲージの圧

力が上がり始めたら、ウインドローを本機の

右側、そして左側となるようにある程度長い

区間（２０ｍ 程度）を交互に走行する。 

 蛇行走行はしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 
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◆ 作業時のタイトベルトの状態確認 

作業中に、写真のようにタイトベルトの位置が 

通常の位置からずれている場合は、ずれている 

タイトベルト側の草が少ないときです。ずれて 

いるベルト側へ草が入るように速やかにハンド

ル操作をおこない草を投入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●タイトベルトが裏返ったり、折れ曲がる 

など極端にタイトベルトの位置がずれ 

ている場合は、すぐにＰＴＯを止めて 

ください。安全な場所へ移動し、チャン 

バ内の草を放出し、タイトベルトの裏返 

りや、ずれを直して下さい。そのまま 

作業を続けるとベルトが破損します。 

※タイトベルトの修正の仕方は 

８０ページを参照してください。 

●コントロールボックスの直径表示が 

８０を越えない場合や圧力ゲージが 

設定圧まで上がっていない状態での 

空走りの際（枕地など）は、ＰＴＯを 

止めて走行するようにしてください。 

※タイトベルトが横に走り、タイトベルト 

の破損につながる恐れがあります。 

 

 

 

◆ 旋回のときは大きく、急旋回はしない 

旋回はできるだけ大きく旋回し、急旋回は絶対

しないでください。 

 

 

 

●急旋回が必要な場合は、必ずＰＴＯを 

切ってください。 

※ＰＴＯを入れたまま旋回すると、特に 

直線距離の短いほ場では、拾い上げ時間 

より旋回時間が多くなり、ベールが必要 

以上に高密度となり放出ができなくなり 

ます。 

●チャンバに材料が入っていない状態で

の運転を長時間行わないでください。 

タイトベルトの寿命が短くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

注意 
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４．作業時の結束手順とトラブル対応 

◆ 結束の手順 

(１)コントロールボックスの「作業ＯＫランプ」

の点灯を確認します。 

牧草を拾い上げる前は、コントロール 

ボックスの「ベール径」は７５を表示して

います。 

 

 

(２)牧草を拾い上げていくと、コントロール 

ボックスの「ベール径」の数値が増えて 

いきます。 

 

（３)設定した「ベール径」に近づくと（約９０％）、

コントロールボックスから予鈴のブザーが

『ピッ・ピッ・ピッ…』と鳴ります。 

 

（４)次に設定した「ベール径」に、コント 

ロールボックスから本鈴のブザーが 

『ピー…』と鳴ったら直ちに走行を停止 

してください。 

 

（５)自動的に「ネット」が繰り出され結束が 

完了するとネットは自動的に切断されます。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ネットがくい込まなかったときは 

前項の(４)でネットがベールにくい込まなかっ

たときは、もう一度、コントロールボックスの

「ネット/トワイン繰出し」ボタンを押して 

ネットをくい込ませてください。 

 

 

◆トワインが正常に巻き付けされなかった場合は 

トワイン繰り出し装置の各部を点検してくださ

い。異常がなく再作業するときは、 

（１)段付ロールをトワインが流れる方向に 

手で回し、トワイン案内金具をスタ－ト 

位置にする。 

５３ページ「トワイン案内金具をスタート

位置にする」を参照してください。 

 

（２)安全を確認してエンジンを始動し、ＰＴＯ

を入れトワインをくい込ませ、巻き付け 

してください。 

（トワイン使用時は、ＰＴＯを５４０min-1 

(rpm)で使用してください。） 

 

 

トラクタから降りてネット・トワイン装置

を確認するときは、必ずＰＴＯを切りエン

ジンを停止してから行ってください。 

※ピックアップドラムや搬送ドラム部に 

巻き込まれ、重傷を負います。 

 

 

 
危険 
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５．作業時のピック､ハンソウドラム部への 

  草詰まり解除 

◆ 運転に必要な装置の取扱い 

ナイフホルダの開閉の方法（５４ページ参照）に

従い草詰りを解除してください。 

トラクタに乗ったまま草詰りを解除する事が 

できます。 

 

 

グランドＰＴＯを使用し、逆転しないで 

ください。 

※本機やユニバーサルジョイントの破損に

繋がります。 

 

 

 

 

トラクタから降りてピックアップドラム 

及びその周辺の草詰まりを取除くときは、 

必ずＰＴＯを切りエンジンを停止してから

行ってください。 

※ピックアップドラムや搬送ドラム部に 

巻き込まれ、重傷を負います。 

 

 

６．傾斜地での作業 

◆ 必ず直角走行・急ハンドル禁止 

等高線に対して直角方向に走行し、旋回は速度を

落として、急ハンドルを切らないでください。 

 

 

 

斜面の等高線に対して平行、または斜め 

走行や急旋回は横転の危険がありますので

決して行わないでください。 

 

 

 

 

 

７．フィルム巻数設定 

 

 

フィルムの巻数設定は、ベールサイズならび

にフィルムの重ね数によって異なります。 

実際のベールに巻付け、確認してください。 

 

 (１)手動で巻付け 

油圧バルブの『ストレッチアーム』の手動 

レバーを『正転』側に倒し、ロールの草が 

見えなくなるまでの、ストレッチアームの 

回転数を測定します。 

チ

ャ

ン

バ

上 　 げ

下 　 げ

ハ

ン

ソ

ウ

ロ

ー

ラ

戻 　 り

送 　 り

ス

ト

レ

ッ

チ

正 　 転

ア

ー

ム

逆 　 転

ナ

イ

フ
フ

リ

ー

フ リ ー

ロ ッ ク

チ ャ ン ハ ゛ ・ ナ イ フ フ リ － 切 替

上 　 げ

カ

ッ

タ

グ

リ

ッ

プ

下 　 げ

ダ

ン
プ

下 　 げ

上 　 げ

 

 

(２)設定値の算出 

(１)で確認した回転数をもとに、希望する 

重ね数の設定値を算出してください。 

例 

アームが８回転した時に、ロールの草が 

見えなくなった時 

重ね数 設定値 

２重巻 ８ 

４重巻 
１６ 

（８×２） 

６重巻 
２４ 

（８×３） 

 

 
危険 

 
危険 

注意 

注意 
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●点検するときは、ＰＴＯを切り、平たんで水平な広く地面の硬い場所を選んでください。 

※守らないと、ロールベーラが動き出し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

●給油、注油および回転部等の点検をするときは、必ずＰＴＯを切ってください。 

※守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、傷害事故を引き起こす 

おそれがあります。 

●点検時にカバーを開けたり、取り外した場合は、必ず元に戻してから作業してください。 

※守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、傷害事故を引き起こす 

おそれがあります。 

 

 

運転席にすわって 

点検箇所 点検項目 処置 参照ﾍﾟｰｼﾞ 

前日に異常があった箇所 再度異常がないか。 お買い上げ先に相談する。 ― 

警告ラベル貼付箇所 はがれ、汚れ、破損等がないか。 新しいものに貼り換える。 １８～１９ 

反射器 汚れ、破損等がないか。 掃除、交換する。 ― 

本機 
損傷がないか。 

牧草くずが溜まっていないか。 

お買い上げ先に相談する。 

掃除する。 
― 

ボルト・ナット ゆるみ、脱落がないか。 締め付け、補充する。 ― 

パイプ、ホース オイル漏れがないか。 
掃除、取り付け部の締め付

け、交換する。 
― 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 告  
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作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 

作業前の点検は、欠かさず行ってください。 

 

 

●取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたりして危険です。 

●点検・整備をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止させて回転が止まってから

行ってください。 

 

  点検一覧表   

№ 項   目 内   容 参照ﾍﾟｰｼﾞ ﾁｪｯｸ 

１ コントロールボックスの電源 電源ランプ点灯確認 ２５・３７  

２ 駆動チェン給油（オイルタンク） 
油圧作動油 ＩＳＯ ＶＧ３２を 

入れ、アイドリング 
７４  

３ 各部のチェン張り たわみ量調整 ７２  

４ ピックアップドラムの草などの巻付き 草、ネット、フィルムの巻付きを除去 ―  

５ ピックアップのタイン折れ、曲がり 交換、または修理 ―  

６ タイトベルト 破損のときは交換 ―  

７ カッテイング切断ナイフ 研磨もしくは新品と交換 ５８  

８ タイヤの空気圧 空気圧不足のときは空気補充 ７９  

９ タイヤホイルのハブナットのゆるみ ゆるんでいるときは締める ―  

１０ その他各部注油、グリスアップ 各部への給油参照 ７４～７８  

１１ テーブルローラ関係への草の巻付き 巻付いた草を除去する ―  

１２ ローラベルトに傷はないか 傷があれば新品と交換 ―  

１３ フィルム切断ナイフ 破損しているときは新品と交換 ―  

１４ 予備シェアボルト 不足のとき補充 ８２  

１５ ゴムロールへのゴミ・ノリの付着 灯油で取り除く ―  

 

以上について異常が認められない場合は、エンジン回転数を低速にし、負荷をかけず、３～５分間 

ならし運転を行ってから作業を始めてください。 

 

点  検  メ  モ 

 

 

 

 

 

 

警 告 
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●チェンの張り調整や、各部の調整をするときはＰＴＯを切り、エンジンを停止させて 

回転が止まってから行ってください。  

●取外したカバー類は、必ず取付けてください。 

●リヤチャンバを開け、内部の点検・修理・清掃を行うときは、必ずシリンダストップ 

バルブを閉じて下降防止をしてください。 

●作業前にはチャンバを全開にした状態で数分間、ＰＴＯ回転速度400～500min-1（rpm）

で試運転し、その後ボルト・ナットなどのゆるみ、チェンの張り調整などの点検後、

作業に入ってください。 

●作業中、ワラ・牧草などを手や足で本機に入れることは絶対にやめてください。 

●運転中は動力の伝達部・回転部に手足や衣服などを絶対に近付けないでください。 

 

１．各部のローラチェンの張り調整 

(１)ボトムローラチェン 

ロックボルトを緩め、テンションボルトで 

調整してください。矢印部分を指で押して 

８ｍｍが標準です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)ピックアップ駆動チェン（左右） 

ナットを調整してバネ長さを５５ｍｍに 

してください。ワイドピック（左右） 

 

点検窓でチェンを見てテンションボルトで 

張ってください。バネの長さの標準は５５ｍｍ 

です。 

 

警 告  
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(３)タイトベルト駆動チェン 

ロックナットを緩め、テンションボルトＡで

調整し、バネの長さを２００ｍｍにして 

ください。 

 

(４)ロータ駆動チェン 

ナットＡを調整し、ゴムの厚さが４５ｍｍ 

程度になるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５)スクレーパローラ駆動チェン 

ロックナットを緩めテンションボルトＡで

調整し、バネの長さを５５ｍｍにしてくだ 

さい。 
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２．自動注油 

◆主要なチェンは電動により１０ベールごとに

自動注油されます。 

「注油」ボタンを一度押すと設定秒間注油され

ます。押し続けると押している間注油され、 

離してから設定秒間注油します。 

 

(１)オイルタンクに、オイルが入っているかを 

確認してください。オイルタンクのオイルが 

少ない場合は、オイルタンクの給油口を開け、 

規定量のオイルを補給してください。 

 

(２)オイルタンクに４リットル程オイルを入れ

てください。オイルは油圧作動油「ISO VG32」

を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●チャンバ内に材料が入っていない状態で

の空運転はタイトベルトの寿命を縮め 

ますのでしないでください。 

空運転は必ずリヤチャンバを開放して 

行ってください。 

●無給油で運転するとオイルポンプ及び 

モータの故障になるので絶対に行わ 

ないでください。 

●粘度の高いオイルはモータの故障の原因

になるので使用しないでください。 

●給油前に給油ノズル先端のゴミを取除い

てください。 

 

 

(３)リヤチャンバを全開にしてトラクタのＰＴＯ

低速で回転させてください。 

 

(４) コントロールボックスの注油ボタンを 

１０秒程度押し続け注油してください。 

 
(５)そのまま１分程度給油を続け、コントロール

ボックスの電源をＯＦＦにします。 

 

 

・自動給油箇所以外のチェンにも必ず給油して

ください。 

・注油タンク内のオイル残量には特に注意 

して、少なくなれば補給してください。 

・オイルタンク内のオイルが完全になくなった

場合は、エア抜きを行う必要があります。 

 

注意 

注意 
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《 参考 》 

オイルタンク内のオイルが、完全に無くなって 

いた場合は、エア抜きを行う必要があります。 

３．エア抜きのしかた 

(１) タンクにオイルが入っている事を確認して

ください。 

 

 

(２)コックレバーをＡ方向にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

(３) コントロールボックスの注油ボタンを 

押してください。（注油ボタンを長押し 

するか、必要に応じ注油時間を長く設定 

してください。） 

 

(４) タンクへ戻るホース内の気泡が無くなっている

のを確認したら、コックレバーをＢ方向にして 

ください。 

 

 

 

 

 

 

４．ミッションオイル 

◆ミッション給油 

始動時から５０時間で全量交換し、その後は

１００時間ごとに全量を交換してください。 

 

使用するオイル 

 ギヤオイル＃９０・・・２．７リットル 

 

 

 

オイル交換による廃油を、下水や土壌に捨て

たり、焼却しないでください。環境汚染に 

つながり、法令により処罰されることがあり

ます。「お買い上げ先」または「産業廃棄物

処理業者」等に相談して、所定の規則に従っ

て処理してください。 

※廃棄物をみだりに、廃却、焼却すると環境

汚染につながり、法令により処罰される 

ことがあります。 

 

 

５．ユニバーサルジョイントのグリスアップ 

長期格納前または、５０時間ごとに、次の部位

にグリスアップしてください。 

次の箇所に、グリスアップしてください。 

 

注意 
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６．チャンバ部のグリスアップ 

長期格納前または、8時間毎に、次の部位にグリスアップしてください。 

  【右側】                     

 

 

  【左側】 
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７．ラップマシン部のグリスアップ 

長期格納前または、５０時間毎に、次の部位に 

グリスアップしてください。 

 

回転ローラ駆動ベアリング部(右) ２箇所 

 

 

回転ローラ駆動ベアリング部(左) ２箇所 

ギヤ部（カバー内） 

 

 

ストレッチアーム駆動ギヤ部(カバー内) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

搬送ローラベアリング部 

 

 

ダンプ支点及びシリンダ支点ピン部 

 

 

タイヤ車軸部(左右) 

 

 

グリップカッタ回転支点部（左右） 
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８．ラップマシン部の注油 

長期格納前または、５０時間毎に、次の部位に 

注油してください。 

 

グリップカッタ バネ・スライド部（左右） 

 

 

グリップカッタ ナイフ・スライド部（左右） 

 

 

サイドローラ回転軸部（左右） 

 

 

 

 

 

 

 

搬送ローラチェン（左右） 
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９．タイヤの空気圧の調整 

◆作業前にはタイヤの空気圧を確認してください。 

 

 

 

●タイヤの空気圧は取扱説明書に記載して

いる規定圧力を必ず守ってください。 

※空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の恐れ

があり死傷事故を引き起こす原因に 

なります。 

●タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）

に達している場合は、使用しないでくだ

さい。 

※タイヤ破損の恐れがあります。 

●タイヤ・ホイールなどに関する交換・ 

修理などは、十分な整備設備をもち、 

特別教育を受けた人がいるタイヤショッ 

プなどの専門店に依頼してください。 

 

 

外観からタイヤの空気圧を判断する目安は次の

とおりです。 

 

 

 

◆本機に装着しているタイヤのサイズと 

規定空気圧 

本体タイヤ 

タイヤサイズ：16.0/70-20 12PR 

       （チューブ入り） 

空気圧：240kPa（2.4kg/cm2） 

後部タイヤ 

タイヤサイズ：22x10.00-10 12PR 

             （チューブ入り） 

空気圧：575kPa（5.75 kg/cm2） 

 

１０．車輪止め 

駐車時は、必ず車輪止めでタイヤの歯止めを 

してください。また、使用後はフレーム部へ 

格納してください。 

 

 

 

 

本機をトラクタから切り離したときも、 

必ず車輪止めで歯止めをしてください。 

※本機が動き、思わぬ事故の原因になります。 

 

 

１１．ターンバックルの長さ 

ターンバックルの長さが左右均等でない場合、

片方に高荷重がかかり機械が破損する恐れが

あります。ターンバックルの長さが左右均等か、

又規定より伸びていないか（標準長さ 805mm）、

ロックナットが締まっているかを確認して 

ください。 

 

 

 

 

 

 注意 

 注意 

標準長さ 

８０５ｍｍ 
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１２．タイトベルトのテンションの緩めかた 

点検・清掃を行うときや、タイトベルトのズレを

修正するときは、下記手順でタイトベルトのテン

ションを緩めることができます。 

 

(１)リヤチャンバを閉じ、写真のテンションアー

ムストッパレバーを下の位置にしてください。 

 

 

(２)油圧レバーを操作してリヤチャンバを全開 

まであけてください。そうすると、 

テンションアームストッパがでてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)油圧レバーを操作して、リヤチャンバを 

ゆっくりとチャンバを半分程度閉じて 

ください。そうすると、タイトベルトが 

緩んだ状態になります。 

 

 

(４)タイトベルトを元の状態に戻すには、テン 

ションアームストッパレバーを上の位置に 

戻し、再びチャンバを全開にすると、テン 

ションアームストッパがはずれます。テン 

ションアームストッパが外れたらリヤ 

チャンバを閉じてください。 

 

 

 

・各ローラに草が巻きついている場合は、必ず取除

いてから作業を行ってください。 

草が巻き付いた状態での作業は、タイトベルトの

横走りやタイトベルトがひっくり返る原因となり 

ます。 

・タイトベルトを緩めた状態で、各アイドラローラが

手で回してスムーズに回転する事を確認してから

作業を行ってください。 

アイドラローラのベアリングが破損した状態で使用

すると発熱し、火災につながります。 

 

 

 

 

 注意 
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１３．ベール圧力制御バルブ操作 

◆ 手動でのベール圧力調整方法 

配線トラブルや、電磁圧力制御バルブにてトラ

ブルが発生した場合、機体右後方の手動バルブ

にてベール圧力を設定することが出来ます。 

 

 

(１)リヤチャンバを閉じて圧力制御バルブカバー

をはずしてください。 

 

(２)切り替えハンドルのロックナットを緩め、時

計方向にハンドルを一杯に締め込み、ロック

ナットを締めてください。 

 

(３)圧力調整ハンドルのロックナットを緩め、反

時計方向にハンドルを３回転程緩めてくださ

い。 

 

(４)リヤチャンバを全開にしても問題ないよう、

工具を機体から下ろしてください。 

 

(５)トラクタのエンジンをかけ、リヤチャンバを

徐々にゆっくりと開けてください。 

 

(６)圧力ゲージが徐々に上がり、リヤチャンバが

全開手前あたりで圧力ゲージの目盛りが 

４～６の範囲で、希望の圧力まで上がるかを 

確認してください。 

(７)リヤチャンバを閉じ、必要に応じて圧力調整

ハンドルを調整してください。 

 圧力が低い：時計回りに閉め込む 

 圧力が高い：反時計回りに緩める 

再調整後、手順(５)(６)(７)を繰り返し 

希望の圧力に調整してください。 

 

 

手動でのベール圧力調整時は、リヤチャンバ

を開く際もタイトベルトにテンションがかか

る為、設定圧を上げすぎるとリヤチャンバが

開ききらなくなります。圧力ゲージの目盛り

は、６以下で使用してください。 

圧力調整後、リヤチャンバが全開できることを

確認してください。全開できない場合は、圧力

を落としてください。 

 

(８)調整後、圧力調整ハンドルのロックナットを

締め圧力制御バルブカバーを取り付けて 

ください。 

 

再度、電磁圧力制御バルブにて作業をするときは、

両ハンドルのロックナットを緩め、圧力調整ハン

ドルを時計回りに一杯に締め込み切り替えハン

ドルを反時計回りに一杯に緩めて両ハンドルの

ロックナットを締めてください 

 注意 
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１４．シェアボルトの交換 

◆ シェアボルト式安全装置を装備 

ベルトローラ（後）、駆動ギヤに過負荷がかか

ったときボルトがせん断され、本機の損傷を

防止します。 

 

◆ シェアボルトのサイズ 

ボルト ・・・ Ｍ８×３５（８Ｔ）半ネジ 

ナイロンナット ・・・ Ｍ８ 

（カバーの中に予備が４セット入っています） 

指定のボルト以外は絶対に使用しないでくだ 

さい。 

 

◆ シェアボルトの交換 

① カバーを外す 

② せん断させたボルトを除去する 

③ コントロールバルブレバーでストレッチ 

アームを回すことで駆動ギヤを回し、ボルト

穴が通る位置にしてください。 

④ 外側からボルトを入れ、ナイロンナットで 

締付けしてください。 

⑤ カバーを取付けしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．長期格納時の手入れ 

●水洗いをして付着した泥などを落とし、巻き

ついたヒモや草などを取除いてください。 

●乾燥後は、回転部・摺動部やチェン類には 

十分注油し、錆びないようにしてくだい。 

●塗装のはがれた部分には、塗料を塗って錆び

ないようにしてください。 

●各部のボルト・ナットがゆるんでいないかを

確認し、ゆるんでいるときは締めてください。 

●格納するときは、雨やほこりのかからない 

屋内の平坦な場所で保管してください。 
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不調内容 診断 処置 
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

ピックが上下しない カプラが合っていない 

カプラが確実に接続されて 

いない 

トラクタの油圧レバーが 

間違っている 

合ったものに交換 

確実に接続する 

 

細い方(１本)のレバーを操作 

 

 

 

４４ 

リヤチャンバが 

開かない  

搬送ローラが前にない 

 

ストレッチアームのアイマーク

が合っていない 

 

油圧を送っていない 

 

シリンダストップバルブが「閉」

になっている 

ナイフフリー、リヤチャンバ切替

バルブがナイフフリー側に 

なっている 

搬送ローラを手動油圧レバー

で前に戻す 

ストレッチアームのアイ 

マークを手動油圧レバーで 

合わせる 

油圧を送り、手動レバーで確認

する 

ストップバルブを「開」にする 

 

切替バルブをリヤチャンバ側

にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

５０ 

   

５５ 

ナイフホルダが開閉 

出来ない 

ナイフホルダが完全

に閉らない 

トラクタの油圧レバーが 

間違っている 

開閉時に草がはさまっている 

可能性がある 

細い方(２本)複動１系統 

 

ナイフホルダをあげるときは

草のはさまりが少ないよう 

必ずＰＴＯを回しながら行う 

４４ 

 

５４ 

グリップカッタ・ 

ストレッチアームが

動かない、ゆっくり 

しか動かない 

カプラが確実に接続されて 

いない 

トラクタが外部油圧取出しに 

なっていない 

トラクタの外部油圧取出し 

レバーが完全に引かれていない 

トラクタの外部油圧オイルが 

不足している 

確実に接続する 

あ 

外部油圧に切替える 

あ 

レバーを完全に引いて固定 

する 

規定量まで補充する 
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不調内容 診断 処置 
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

コントロールボックス

の不調 

 

 

 

 

 

電源ランプが点灯 

しない 

 

 

ヒューズが切れている 

 

 

 

電源の＋・－が逆 

ヒューズの交換 

ロールベーラ側 ２０Ａ 

ラップマシン側  ６Ａ 

電源コード(カプセル内) ３０Ａ 

白→㊉、黒→㊀に接続する 

４５ 

２３ 

３６ 

４５ 

４５ 

作業ＯＫランプが 

点灯しない 

チャンバが開いている 

 

ナイフホルダが降りている 

チャンバを完全に閉め切って 

ください 

ナイフホルダを完全に上げ 

きってください 

 

 

４９ 

「カムが回転できま

せんカムを確認して

ください」のエラー

が出る 

 

カムが初期位置にない 

 

 

カムが回転できない 

 

コントロールボックスの電源を

入れなおしてください。 

カムが初期位置に回転します 

カムのギヤー部のほこりを除去

してください 

ワイパーモータが故障して 

いないか確認してください 

２５ 

「ネットを確認また

は交換しネット繰出

しスイッチを押して

ください」のエラー

が出る 

ネットがなくなっている 

 

ネットがチャンバ内に入って

いっていない 

 

新しいネットに交換して 

ください 

ネットがゴムローラ等に 

絡まっていないか確認して 

ください 

５１ 
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不調内容 診断 処置 
参照 

ﾍﾟｰｼﾞ 

ジョイントクラッチ

が滑る 

ウインドローが大きすぎる 

作業速度が速い 

カッティングナイフが切れ 

なくなっている 

 

 

ベール固さ設定が高い 

適正なウインドローを作る 

作業速度を落とす 

ナイフの研磨を行う 

 

カッティングナイフの枚数を 

減らす 

ベール固さ設定を下げる 

６６ 

 

５８ 

 

５５ 

 

３１ 

作物をきれいに拾い

上げない 

ピックアップ高さの設定が 

高い 

走行速度が速すぎる 

タインが破損している 

ゲージホイールの高さ調整を 

行う 

走行速度を落とす 

タインを交換する 

４９ 

 

ベールが固くならな

い 

ウインドロー幅が狭い 

 

ウインドロー拾い上げ走行の

仕方が誤っている 

走行速度が速すぎる 

ベルトの張りが弱い 

作業中圧力ゲージの針が 

動いていない 

 

 

１２０～１４０cmの均一な 

ウインドローを作る 

ウインドローが狭い場合は、左右

に均等に草が入るよう走行する 

走行速度を落とす 

ベール固さ設定を上げる 

ベルトテンションシリンダの 

油圧系統にオイル漏れ等不具合

があります。販売店等に点検・ 

修理を依頼してください 

６６ 

 

６６ 

 

 

３１ 

タイトベルトが 

ひっくり返る 

タイトベルトが 

横走りする 

ウインドロー拾い上げ走行の

仕方が誤っている 

ローラに草が巻きついている 

ウインドローが狭い場合は、左右

に均等に草が入るよう走行する 

 巻きついている草を除去する 

６６ 

 

 

ネットが広がらない 

 

 

 

 

ネットが破れたり、

剥がれる 

ネットの通し方が間違って 

いる 

ブレーキシューが減っている 

ブレーキが弱い 

 

ネットの巻数が少ない 

通し方を確認する 

 

ブレーキシューを交換する 

ブレーキバネが長くなるよう 

金具の穴位置を変更する 

ネット巻数を増やす 

５１ 

 

５１ 

５１ 

 

３１ 

注油オイルが出ない タンクとポンプの配管に空気

が入っている 

オイルの番手が大きい 

注油モータが破損している 

エア抜きをする 

 

番手を３２番にする 

注油モータを交換する 

７５ 

 

７４ 
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１．主要諸元    

 

 

※この主要諸元は、改良などにより、予告なく変更することがあります。 

 

 

２．主な消耗部品  

部 品 名 称 部 品 コ ー ド           サ イ ズ         員 数 

ピックタイン １１４０５－５５９１－００１ 強化タイプ ５６本/台 

ナイフ ６０１１９－６２６１－０１０ カッティング部 １３枚/台 

ナイフ ５７１０７－５５５５－０００ グリップカッタ部 ２枚/台 

シェアボルト ０１１５８－００８０－３５Ａ Ｍ８×３５(１０本入り) １セット/台 

 

３．オイル     

給 油 箇 所 使 用 オ イ ル 給 油 量 

ミッション ギヤオイル   ＃９０ ２．７リットル 

チェン部（オイルタンクに投入） 油圧作動油 ＩＳＯ ＶＧ３２ 相当 約４リットル 

減速ミッション ギヤオイル    ＶＧ１５０相当 ０．５リットル 

 

 

名 称 コンビラップマシーン 

型 式 ＶＣＷ１６２１Ｗ 

装 着 方 法 ドローバけん引式 

駆 動 方 法 
ＰＴＯ駆動（回転速度 ５４０min-1(rpm)） 

トラクタ油圧  複動 ２系統 単動１系統 

適応トラクタ（kW｛PS｝） ７３．６～１１０．３ｋｗ（１００～１５０ＰＳ） 

機
体
寸
法 

全  長（ｍｍ） 
８，４６０（作業時） 

６，９７０（移動時） 

全  幅（ｍｍ） 
３，４６０（作業時） 

３，１４０（移動時） 

全  高（ｍｍ） ３，０２０ 

質    量（ｋｇ） ５，６８０ 

ベール寸法（ｃｍ） φ１５５～１６０×１１８ 

梱 包 方 法 ネット・トワイン（オプション） 

フ ィ ル ム サ イ ズ 

幅５０ｃｍ×１８００ｍ 

幅７５ｃｍ×１２００ｍ、１５００ｍ 

２本同時使用 

タ イ ヤ サ イ ズ １６．０／７０－２０ １２ＰＲ 

作 業 速 度 ４ ～ １２ｋｍ／ｈ 
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４．構成部品の位置  

 

 

 

①ベールサイズセンサ  ⑱ロール前センサ 

 ⑪圧力調整バルブ ⑲ローラ前センサ 

③チャンバ閉右センサ ⑫ワイパーモータ ⑳ローラ後センサ 

④ボトムフロアセンサ ⑬注油ポンプ ○21グリップカッタ左センサ 

⑤チャンバ閉左センサ ⑭トワインガイドセンサ ○22グリップカッタ右センサ 

⑥カム２センサ  （オプション） ○23回転前センサ 

⑦カム１センサ ⑮チャンバ開センサ ○24回転後センサ 

⑧カウントセンサ ⑯チャンバ閉センサ ○25ラップ切上センサ 

 ⑰カッターセンサ ○26ラップ切下センサ 

  ㉗ストレッチエリアセンサ 
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５．電気回路図  

ロールベーラ側 
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ラップマシン側 
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６．ローラの配置とタイトベルトの通し方  
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７．油圧回路図  

 

Ｘ

Ｓ Ｏ Ｌ ｂ ５ Ｓ Ｏ Ｌ ａ ５

Ｓ Ｏ Ｌ ｂ ２ Ｓ Ｏ Ｌ ａ ２

Ｓ Ｏ Ｌ ｂ １ Ｓ Ｏ Ｌ ａ １

Ｓ Ｏ Ｌ ｂ ３ Ｓ Ｏ Ｌ ａ ３

Ｓ Ｏ Ｌ ｂ ４ Ｓ Ｏ Ｌ ａ ４

Ｂ５

Ａ５

Ｂ２

Ａ２

Ｂ３

Ａ３

Ｐ１（Ｇ１／２）Ｔ１（Ｇ１／２）

ＧＰ　（Ｇ１／４）

Ｂ４

Ａ４

Ｂ１

Ａ１

タ゛ンフ゜

ク゛リッフ゜カッタ

ハンソウローラ

チャンハ゛

油圧タンク

ピック

送り

戻り

ナイフフリー

ナイフホルダ

トラクター

下モータ
（テーフ゛ル）

　　上モータ
（ストレッチアーム）

 


